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吉川英梨さんが新連載
次号から「海蝶ノート」

モニター越しに「制圧」実演

　これまでも海上保安庁は多く

の創作物の題材として取り上げ

られてきた。近年では漫画「海

猿」がよく知られ、テレビドラマ

・映画化され大変な人気を集め

た。古くは、灯台長の夫婦を描い

た1957（昭和32）年の映

画「喜びも悲しみも幾

歳月」も有名。観音埼灯

台（神奈川県横須賀市）や御前

埼灯台（静岡県御前崎市）など

が舞台となり、テレビドラマ化

もされた▲だが、この３年前の

54（昭和29）年に公開された映

画こそ、海保が登場する最初期

の作品といえるだろう。それは、

ごぞんじ「ゴジラ」。物語の冒頭、

監督や主演者を差し置いて「賛

助　海上保安庁」と大きくクレ

ジットされている。全面協力と

いうような意味で実際、巡視船

「しきね」と「こうず」が登場

し、職員も出演した。巡視

船は、小笠原諸島の島ま

で調査団を乗せたり、最

後は海底でゴジラを退治するた

めに登場するなど、物語の重要

な役回りを務めている▲最近で

は「シン・ゴジラ」（2016年）で

も、巡視艇「はまなみ」が冒頭に

登場する。巡視船艇はゴジラ作

品に欠かせぬ？存在なのだ。

　同庁は昨年６月、BAKAMLAと

「海上安全保障及び安全に関す

る協力覚書」を締結、さらに

本部（ジャカルタ）や地方部署

など計18部署をインターネット

で結んで実施し、同機構職員約

今年１月から３カ年

計画の国際協力機構

（JICA）技術協力がス

タートした。

　３月にBAKAMLAの職

員を日本に招
しょう

聘
へい

して研

修を実施する予定だっ

たが、新型コロナの影

響で延期となった。そ

んな中、BAKAMLA側か

らの要望もあり、オン

ライン研修を行うこと

になり、綿密な事前準

備を重ねて、本番を迎

えた。

　７月６日には、研修

開会式に併せて奥島高

弘長官とBAKAMLAのア

アン・クルニア長官と

の長官級会合を開催。

両機関の協力を再確認

するとともに、新型コ

ロナへの対応について

も意見交換した。

　研修は、海上保安庁

の本庁と、BAKAMLAの

70人が参加した。

　古谷健太郎・海上保安大学校

教授による国連海洋法条約に関

する講義や▽立入検査（講師は

小林心・派遣協力官）▽船舶移

乗（同、林田康司・主任派遣協

力官）▽新型コロナ感染防止策

の紹介（同、立石良介・上席派

遣協力官）などの座学研修を行

った。 に対して各学会からの推薦を受

け授与される。

　石川火山調査官と横田講師

は、海上保安庁で実施している

海底地殻変動観測（GNSS-A観

測）に関しての論文「海底下ゆ

っくりすべりを検出するための

GNSS-A観測の高度化と海洋学的

応用」（海洋音響学会2019年度

研究発表会講演論文集）が非常

に高く評価され、受賞にいたっ

た。

　海上保安庁海洋情報部技術・

国際課の石川直史・火山調査官

と東京大学生産技術研究所の横

田裕輔講師が、日本海洋工学会

から「JAMSTEC中西賞」を授与

された。

　JAMSTEC中西賞は海洋工学の

研究開発分野で顕著な業績を残

した故中西俊之博士を記念し、

日本海洋工学会により制定され

た賞で、同会に加盟している９

学会における優れた論文、功績

　海上保安友の会理事で作家の

吉川英梨さんの新作「海
かい

蝶
ちょう

」が

９月１日、講談社から刊行され

ました。吉川さんの30作目とな

る長編小説で、主人公は「海上

保安庁初の女性潜水士」。期待

されながらも現場のお荷物とな

る中で難事件に直面し、成長し

ていくヒューマンドラマです。

　巡視船艇や海上保安部、海上

保安大学校、海上保安試験研究

センターなど海上保安庁のさま

ざまな現場や現役職員らを２年

間にわたり徹底取材しており、

情景描写や登場人物の存在感に

　画期的だったのは藤田雲
き ら ら

母派

遣協力官による制圧の研修。約

１時間半の座学のあと、実技研

修もオンラインで約1時間半に

わたって実施した。準備体操の

後、藤田、林田両講師が、ウェ

ブカメラの前で制圧の基本とな

る５つの技を実演すると、モニ

ターに映し出されたBAKAMLA職

員たちも、それを真似て関節技

などに取り組んだ。

　藤田官は「BAKAMLA側の参加

者が多く、一人一人の画面が小

さく分かれていて、全員を一度

に見られないことなど苦労した

点もあるが、参加者たちからは

『実際に体を動かせて新鮮だっ

た』などの感想をもらい、よか

った」と振り返る。

　最終日（7月9日）に行った検

討会では、インドネシア側から

「参加者は充実した講義を受講

することができ、また積極的に

質問もしており、良い研修だっ

た」「次は実際にインドネシア

に来てもらい、実技研修をお願

いしたい」などのコメントがあ

った。

　MCTの清水芳弘・上席派遣協

力官は「今回の研修では、一定

の成果が発揮でき、オンライン

でできることと、できないこと

など我々自身も学ぶ点が多かっ

た。早期に現地に派遣して訓練

や研修ができることが望ましい

が、それまでの間はオンライン

研修など現状でも可能な支援を

していきたい」と、他機関との

オンライン活用に意欲を見せる。

リアリティが満ちています。

　海上保安新聞では次号９月10

日号で、作品の「メーキングも

の」ともいえる「海蝶ノート」

の連載をスタートします。取材

の裏話や、海と海上保安への思

いなどについて吉川さんに健筆

をふるってもらいます。どうぞ

ご期待ください。

 （４面に関連記事）

インドネシア機関と 海保初…コロナに負けず

オンラインで研修、長官会合

　海上保安庁は７月６～９日、インドネシア海上保安機構

（BAKAMLA）との間で、オンラインでの長官級会合とモバイル

コーポレーションチーム（MCT）による能力向上支援研修を行

った。新型コロナウイルスの世界的な感染拡大を受けての試み

で、外国機関とのオンラインでの長官級会合や研修の開催は同

庁で初めて。 （小林利光記者）
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種 類 別 隻 数

衝　　突 6

乗り揚げ 4

転　　覆 1

火　　災 0

爆　　発 0

浸　　水 0

運航不能 25

そ の 他 1

計 37

海上保安庁が救助

した船舶、人命は

7隻、17人だった。モニターに映し出された、制圧実技訓練

を受ける研修生たち（右上はMCTの講師）

オンライン研修で制圧術技の実演をする藤田官（左）と林田官

石川・火山調査官に JAMSTEC 中西賞

海洋情報部技術・国際課 東大の横田講師にも
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